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現在、ESAによって位置天文観測衛星Gaiaの運用が行われている。Gaia Data Release 2 (DR2)によって、太
陽近傍 (約 200 pc以内)の星の詳細な速度空間分布が明らかになり、Hercules streamに代表される速度空間サブ
構造の起源が活発に議論されている。我々の先行研究では、天の川銀河の大規模N体シミュレーション (Fujii et
al. 2019)とGaia DR2のデータ比較することで、4:1 outer Lindblad resonance (OLR)、5:1 OLRと corotation
resonanceというバーの 3種類の共鳴に束縛された星がHercules streamを形成しているというモデルが観測をよ
く説明することを示した (Asano et al. 2020, 日本天文学会 2020年秋季年会)。
本研究では、シミュレーション内で太陽近傍の速度空間分布に類似した分布が見られる場所をKullback-Leibler

divergenceという尺度を用いて選びだした。選ばれた場所は、共通して Hercules streamに対応する構造が見ら
れ、それらはバーの共鳴に起因していた。さらに、その周囲約 2 kpcの範囲内でも観測に類似した速度空間構造
が見られることがわかった。本講演では、そうした広い領域での速度空間構造と共鳴軌道の対応関係などを議論
する。また、2020年 12月 3日には、Gaiaの最新のデータ公開Gaia Early Data Release 3 (EDR3)が予定され
ていることから、この結果も踏まえて観測とシミュレーションの比較を行う。


